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三木先生が古希を迎えられる日を間近にして．お亡くなりになられたこ
とほ．本当に残念でならない。 9月17日．先生の訃報に接して，文字通り
呆然とした。夏の間，入院されて闘病生活を送っておられたことを．お聞
きしていなかっただけに一層であった。今にして思えば，今年の正月，同
窓の友人達と先生を囲んで．楽しいータを過したことが，先生のお元気な
お姿に接した最後となってしまった。フランス文学の研究者としての私の
生みの親である先生に．まだ．これといった．まとまった仕事をご覧いた
だけないうちに，先生が逝かれたことが悔まれてならない。
先生にほ．関大の仏文科に入学したとたんに．猛烈にしごかれた。だか
ら，専門仏語(1),(2)と聞くと，今でも身内がきゅっと緊張する思いがする。
週二回（たしか，火・木だったと思う），猛烈なスビードで，フランス語
の基礎をきたえられたのである。他の教養科目なんか．かまっていられな
ぃ．といった具合だった。入学が昭和26年だから，先生は40半ばでいらし
たわけで．しかも仏文を創設されたばかりでもあり．張り切っておられた
時である。恐くなかろう筈がない。鉄筋のモダンで大規模な学舎で学ぶ今
の学生諸君にほ，木造 2階建ての， 20人も入れない小さな11番教室での颯
爽とした先生の授業ぶりと，戦々競々とした．私たちの姿は，ちょっと想
像できないであろう。しかし，この時，肌で感じた先生の厳しい教えが．
フランス語の教師として．当時の先生のお年に近づいている私に，今，強
＜脈づいているのが感じられるのである。
大学院は出たけれど．の不況の折．私を受け入れて下さり．学究の徒と
して育てて下さったご恩も忘れてほならないことである。もっとも．それ
と同時に．辞書づくりの泥沼(?)に．私を引きずり込んだのも先生である。
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文字通り，盆も正月もない苦しい日々の連続。その結果，覚えたものとい
えば，しまんの少しのフランス語とお酒の味…•••なんていったら，先生はど
んなお顔をなさるであろうか？
辞書といえば，炎暑のさ中の『和仏中辞典』の改訂作業の折も，若い私
たちとまったく同じように頑張り通されていたお姿が，＜っきりと偲ばれ
る。その後，一時，健康を害されたが，幸い大事に至らず，すっかりお元
気になられ，教育に，研究に打ちこんでいらっしゃったので，そろそろ，
また「辞書の泥沼」にぜひごいっしょに足をつっこみたいと思っていた矢
先の悲報であった。少しでも，僅かづつでも，よりよい辞書にしていく努
力をすることが，後に残された私たちの務めだと，覚悟を新たにしている。
名古屋の地に勤めるようになってからは，あまりお目にかかる折とてな
く，失礼を重ねることが多かった。ただ，私たち 4期生は， 「三木会」と
いう会を作って，年に一度ではあるが，毎年正月，先生を囲んで楽しく集
まっていたことが，僅かでも申し訳できることであろうか。卒業以来， 20
年の間，社会の各分野に散らばった私たちが，毎年盛大裡に会を続けるこ
とができたのほ，ひとえに先生のお人柄の故である。しかし，もうこれか
らは．この会も開けなくなってしまうであろう。それを思うと本当に悲し
い気がしてしかたがない。
先生が手塩にかけて，育てられた関大仏文科が，これからいよいよ発展
し，多くの俊英を出されるよう，心から祈っている。
先生のご冥福を祈りつつ。 (11月 1日）
（昭30卒，愛知県立大学助教授）
